
 

第８回定期総会  

  

日時：２０２５年６月１４日 １５時〜  

場所：世田谷キャンパス ７２０４教室  

  

（次第）  

１．会長挨拶  

２．議長・書記の選出  

３．第１号議案（報告事項）  ＜書面表決及び出席者により可決＞  

１）２０２４年度事業報告  

２）２０２４年度会計報告  

３）２０２４年度監査報告  

４．第２号議案（決議事項）  ＜書面表決及び出席者により可決＞  

１）２０２５年度事業計画 

２）２０２５年度収支予算 

５．第３号議案（承認決議事項)＜書面表決及び出席者により承認＞  

１）組織ならびに役員 

６．質疑・応答 なし 

７．その他の報告（今年度予算の執行、選手の表彰等）  

・予算の執行状況について 

2025 年 6月 13 日現在  17 名の会費納入 

       6 月 14 日        7  名の会費納入と寄付 

・選手の表彰等について 

トップ選手のサポートとして 4 年森拓海さんのワールドユニバーシティーゲームズ出場への激励金を

授与 

 

 



 

・水泳部創部７０周年式典について 

 

２０３０年１１月を予定 

 

・２０２６年度定期総会について 

 

２０２５年６月を予定 

 

 

８．議事終了・書記の解任・議長の解任  

９．閉会挨拶  

                                        以上 

 

〈総会での決定事項をホームページで報告する〉



国士舘楓泳会組織ならびに役員 

 

 

 



 

国士舘楓泳会（国士舘大学水泳部後援会）規約  

  

第 1章 総則第 1条 本会の名称は、国士舘楓泳会（国士舘大学水泳部後援

会）と称する。  

第 2条 本会は平成 30 年 4 月 1 日に設立する。  

第 3条 本会は、事務局を国士舘大学理工学部和田匡史研究室内に置くものとす

る。  

〒154-8515 東京都世田谷区世田谷 4-28-1 国士舘大学理工学部和田匡史研究

室  

第 4条 本会は国士舘大学水泳部の発展向上を期するために後援し、併せて会員相

互の親睦を図ることを目的とする。  

  

第 2章 組織及び会員第 1条 本会には、国士舘大学水泳部のうち、男子・

女子を置くものとする。  

第 2条 会員は正会員（個人）及び賛助会員（団体）とする。  

第 3条 正会員は、国士舘大学水泳部に在籍したものおよび国士舘大学水泳部に縁

故あるものにして、本会の主旨に賛同するものとする。  

第 4条 賛助会員は、国士舘大学水泳部に縁故あるものにして、本会の主旨に賛同

し、役員の推薦又は承認を得たものとする。  

第 5条 入会及び退会は事務局に申し出ることとする。  

第 6条 本会の名誉を著しく損ない、秩序を乱し、本会の主旨に反したものは役員

会を通して退会とする。  

  

第 3章 役員  

第 1条 本会に次の役員を置く。  

① 会長 1 名は水泳部卒業生がその任務に当たり、総会に報告する。  

② 副会長は若干名を会長が推薦し、総会の承認とする。  

③ 顧問は若干名を会長が推薦し、総会の承認とする。  

④ 会計は 2 名を会長が推薦し、総会の承認とする。  

⑤ 会計監査は 2 名を役員会に於いて推挙により決定する。  

⑥ 事務局は、上記役員及び若干名の局員を会長が推薦し、総会の承認とす

る。  



⑦ 各地区役員を会長が推薦し、総会の承認とする。  

⑧ 世話人を会長が推薦し、総会の承認とする。  

  

第 2条 各役員の任期は 2 年とする。ただし、就任時 70 歳までとし、留任再任

を妨げない。  

第 3条 会長は役員会の定める所に従い、会務一切を総括し本会を代表する。会長

は副会長、顧問、会計、会計監査、事務局、各地区役員、世話人をもって役員

会を構成し、多数決により諸案件を議決する。  

第 4条 副会長は会長を補佐し、会長不在時にはその任務を代行する。  

第 5条 顧問は、必要に応じて本会運営に協力・助言する。  

第 6条 会計は振込まれた会費及び寄付金を、本規約に従って事務局経費・活動経

費に分配し、その使途について会計報告を作成する。  

第 7条 会計監査は、会計報告が適正に行われているか監査する。  

第 8条 役員会は必要に応じて随時開催する。  

  

第 4章 総会第 1条 本会の総会は、最高議決機

関とする。  

第 2条 総会は毎年 1 回開催する。  

第 3条 議長は総会参加者の中から互選により決する。  

第 4条 総会出席者の過半数をもって決議する。なお、同数の場合は議長の決する

ところによる。  

第 5条 本会の総会は、会務報告・計画等を協議する。  

第 6条 必要があるときは随時、臨時総会を開催することができる。  

第 7条 緊急を要する場合は、役員会に於いて決定処理し、後日総会に於いて報告

事後承認を求めることとする。  

  

第 5章 事業  

第 1条 本会は第 1章第 4条の目的を遂行するため、役員会の承認を得て次の事業

を行う。  

① 国士舘大学水泳部選手を奨励後援するために必要な行事及び経済的援助を

行う。  

② 国士舘大学水泳部部長・監督・コーチングスタッフを奨励後援するために

必要な行事及び経済的援助を行う。  



③ 国士舘大学水泳部選手の壮行会や祝賀会等の開催を企画し、選手と会員及

び会員相互の親睦を深める。  

④ 国士舘大学水泳部強化及び普及に関する事業の一環として、優れた選手・

コーチ（外国人を含む）の招聘を行う。  

⑤ 会報の製作及び発送の業務を行う。  

⑥ その他役員会が承認した目的に必要な事業を行う。  

  

  

第 6章 会計  

第 1条 経費は次に掲げるものを以て支弁する。  

① 正会員会費及び寄付金は年間 5,000 円として、原則一口以上とする。  

② 賛助会員会費及び寄付金は年間 10,000 円として、原則一口以上とする。  

③ 寄付金の使途は、正会員及び賛助会員の意志を尊重する。  

④ 年度毎に正会員会費及び賛助会員会費の合計額から事務局経費を差し引

き、残額を活動経費として配分する。  

第 2条 本会の会計年度は毎年 4月 1日に始まり翌年 3月 31日に終了し、年度毎

に会計報告を行うものとする。  

  

第 7章 雑則  

第 1条 本会の規約の変更は総会にて行う。  

  

附則 

平成３０年１１月１０日制定 

令和 元 年１１月１６日改定 

令和 ６ 年 ６ 月１６日改定 
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